
指針第２号様式

４　温室効果ガスの排出の状況

3 6 年度）の温室効果ガス排出の状況

５　温室効果ガス排出量の抑制に係る目標の達成状況

（１）温室効果ガス排出量の抑制目標の達成状況

令和 3 年度 令和 6 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2

％ ％ ％ ％

t-CO2 t-CO2 t-CO2

％ ％ ％

令和 3 年度 令和 6 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2 t-CO2

 / 百万円  / 百万円  / 百万円  / 百万円  / 百万円

％ ％ ％ ％

t-CO2 t-CO2 t-CO2

 / 百万円  / 百万円  / 百万円

％ ％ ％

（２）進捗状況に対する自己評価（目標の達成／非達成の理由）

計画期間 年度目（令和

当計画期間において基準年度比92.5％という削減率を達成した。2022年（令和4年）度にすべ
ての電力需給契約をCO2フリー電力に切り替えた効果が大きく現れたと捉えている。

備考１　温室効果ガスの排出の状況のうち、エネルギー起源二酸化炭素を除く温室効果ガスの排出量については、温室効果
　　　ガスの種類ごとに3,000トン以上の場合に限り計上してください。
備考２　温室効果ガス総排出量とは、エネルギー起源二酸化炭素の排出量と、種類ごとに3,000トン以上の温室効果ガスの排
　　　出量の合算をいいます。
備考３　原単位あたりの排出量とは、事業活動の特性を的確に示すものとして事業者自らが選択する工場等の床面積、製品
　　　の出荷量その他の指標になる単位量あたりの温室効果ガス排出量をいいます。
備考４　温室効果ガスみなし総排出量とは、温室効果ガス総排出量に対し、クレジット等の環境価値に相当するもの及び再
　　　生可能エネルギー等の利用による温室効果ガスの削減量等を調整したものをいいます。

削減率（対 基準年度）

原 単 位 あ た り の
み な し 排 出 量

削減率（対 基準年度） 3.0 91.3 92.6 92.5

項　　　　目
基準年度の実績 目標 計画期間の実績

原 単 位 あ た り の
排 出 量

0.2124 0.206 0.01845 0.01564 0.01595

削減率（対 基準年度）

温 室 効 果 ガ ス
み な し 総 排 出 量

削減率（対 基準年度）

温 室 効 果 ガ ス
総 排 出 量

温室効果ガス総排出量（①～⑩合計） 224 t-CO2

温室効果ガスの抑制の目標設定方法 原単位排出量

項　　　　目
基準年度の実績 目標 計画期間の実績

⑧六ふっ化硫黄 t-CO2

⑩エネルギー起源二酸化炭素（発電所等配分前） t-CO2

⑨三ふっ化窒素 t-CO2

⑥ハイドロフルオロカーボン類 t-CO2

⑦パーフルオロカーボン類 t-CO2

④メタン t-CO2

⑤一酸化二窒素 t-CO2

①エネルギー起源二酸化炭素の排出量 224 t-CO2

①
を
除
く

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（
二
酸
化
炭
素
換
算
）

②非エネルギー起源二酸化炭素（③を除く。） t-CO2

③廃棄物の原燃料使用に伴う非エネルギー起源二酸化炭素 t-CO2



指針第２号様式

６　温室効果ガスの排出の抑制に係る措置の実施状況

（１）自らの事業活動に伴い排出される温室効果ガスの抑制に係る措置の実施状況

廃棄物の排出抑
制

○両面コピー・裏面利用によりコピー用紙を
削減する。オフィス古紙をリサイクルする。
○ファイルなど事務用品のリサイクルを推進
○返納品のリサイクルの推進

○コピー用紙の
削減を図るた
め、業務の進め
方を見直し、少
しでも紙を使わ
ない業務フロー
の構築を進め
る。
○ごみの削減と
分別の徹底、リ
サイクルを行う
ことで廃棄物総
量の抑制を図
る。

〇リモートワークの広がりに
伴って浸透したペーパレスの取
り組みを継続。チーム単位の打
合せから複数局と連携する大規
模会議まで、ペーパレスを基本
として実施している。
〇ゴミの分別ルールを整理して
繰り返し局内に周知し、リサイ
クル意識の醸成を図った。ペッ
トボトルについては、ボトリン
グメーカーが提唱する「ボトル
to ボトル」活動に準拠したリサ
イクル体制を整えている。

自動車利用にお
ける取組

〇業務用車両に電気自動車等の導入を検討
〇駐車場の充電スポット設置の検討

〇全国規定が整
い次第、早めの
導入を検討。

〇業務用駐車場の充電設備は
2023年（令和5年）度に設置完
了。
〇2025年（令和7年）度以降のハ
イブリッド車導入に関する計画
を進めた。

省エネルギー・
省資源の行動実
践・冷暖房

○冷房、暖房適温温度の徹底
○ピークデマンドによる節電効果

○冷房や暖房の
設定温度を官公
庁と同程度に設
定して省エネを
図る。

〇温度設定の基準を夏場は
28℃、冬場は20℃をとした上
で、熱中症予防など職場の健康
保持に配意した柔軟な運用を
行った。

省エネルギー・
省資源の行動実
践・冷暖房

○業務時間外（休憩時間含）の消灯やＰＣ等
の電源オフを徹底
○一部居室や廊下等で照明の間引きや常時消
灯を実施

○オフィス部門
（電灯・コンセ
ント系）電力使
用量について、
削減目標を定め
節電活動を実施
する。

〇照明の一部間引きやエレベー
ターの時間停止を継続した。
〇一部残置されている非LED化照
明機器の特定と更新計画策定を
進めている。

取組の区分 具体的な取組の内容 取組の目標 取組の実施状況



指針第２号様式

（２）再生可能エネルギー及び未利用エネルギーの利用の状況

　 ア　計画期間 3 年度目（ 令和 6 年度）における利用の状況

　イ 上記のうち、他のものに供給した電力及び熱

（３）環境価値（クレジット等）の活用の状況

計画期間 3 年度目（ 令和 6 年度）におけるクレジット等の利用

（４）みなしの排出量の算定に利用した温室効果ガス換算量（みなしの削減量）の合計

（５）その他の地球温暖化対策に係る措置の実施状況

（６）「環境保全の日」等に特に推進すべき取組の実施状況

t-CO2

〇ＮＨＫスペシャル、クローズアップ現代など「環境」をテーマとしたコンテンツを制作し、
放送やデジタルメディア、イベント等を通して広く発信した。
〇国連とメディアによる気候キャンペーン「1.5℃の約束」に継続参加し、在京民放局と共同
で特集番組を含むプロジェクト展開を行った。

t-CO2

〇情報番組「まるっと！」など名古屋局制作のニュース・番組を通し、地域に根差した環境情
報を随時発信した。

t-CO2

t-CO2

t-CO2

熱 t-CO2

クレジット等の種類 創出地 温室効果ガス換算量（みなしの削減量）

区　分 再生可能エネルギーの種類 温室効果ガス換算量（みなしの削減量）

電　力 t-CO2

導入年度 設備等の種類 概要（規模、性能、発生エネルギー量等）


